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一
般
的
に
生
命
保
険
は
、
何
十
年
と
い

う
長
期
に
わ
た
っ
て
契
約
す
る
商
品
で
あ

る
。
保
険
会
社
は
遠
い
将
来
ま
で
存
続

そ
れ
ぞ
れ
の
破
綻
会
社
は
外
資
系
保
険
会

社
な
ど
の
救
済
会
社
に
事
業
が
引
き
継
が

れ
た
が
、
保
険
加
入
者
は
従
来
の
保
険
会

社
の
高
い
信
頼
性
に
い
さ
さ
か
の
不
安
を

感
じ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

生
命
保
険
協
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

個
人
保
険
の
新
規
加
入
契
約
数
は
〇
一
年

の
千
百
八
万
件
か
ら
減
少
を
は
じ
め
、
昨

年
は
八
百
七
十
二
万
件
と
、
五
年
間
で
二

〇
％
以
上
も
落
ち
込
ん
だ
。
保
有
契
約
件

数
も
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
約
一
億
三
千

万
件
を
ピ
ー
ク
に
、
昨
年
は
約
一
億
千
万

件
と
な
っ
て
い
る
。

生
保
破
綻
の
直
接
の
原
因
は
、
保
険
会

社
の
運
用
利
回
り
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
大

き
く
低
下
し
、
予
定
利
率
が
高
い
時
代
に

契
約
し
た
加
入
者
へ
の
満
期
支
払
い
な
ど

が
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
さ
ら

に
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
金
融
自
由

化
に
よ
る
構
造
変
化
で
あ
る
。
破
綻
し
た

中
堅
生
保
の
事
業
が
救
済
保
険
会
社
に
受

け
継
が
れ
て
一
段
落
し
た
後
に
は
、
今
度

は
大
手
生
保
の
統
合
も
始
ま
っ
た
。
そ
の

業
界
再
編
の
余
震
は
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
数
年
、
保
険
業
界
を
揺
る

が
す
大
問
題
は
保
険
金
の
未
払
い
で
あ

る
。
業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
金
融
庁
か

ら
厳
し
い
指
摘
を
受
け
、
新
規
加
入
契
約

の
獲
得
に
も
影
響
を
与
え
る
事
態
が
再
燃

し
た
。

そ
し
て
最
近
、
新
規
加
入
獲
得
で
大
き

な
実
績
を
上
げ
て
き
た
保
険
外
交
員
に
よ

る
営
業
ス
タ
イ
ル
に
も
変
化
の
波
が
及
ん

で
い
る
。
地
域
の
家
庭
を
訪
問
し
て
需
要

を
掘
り
起
こ
し
、
ま
た
企
業
の
職
場
に
深

く
入
り
込
ん
で
新
し
い
保
険
商
品
を
勧
め

る
外
交
員
の
パ
ワ
ー
は
、
ま
さ
に
保
険
会

社
の
屋
台
骨
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
多
く
の
企
業
で
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
強
化
の
観
点
か
ら
部
外
者
の
出
入

り
に
制
限
を
加
え
る
よ
う
に
な
り
、
従
来

の
よ
う
な
職
域
販
売
が
展
開
し
に
く
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
も
厳

し
く
な
り
、
加
入
者
獲
得
活
動
の
も
と
と

な
る
家
族
構
成
な
ど
の
基
礎
情
報
も
利
用

し
に
く
く
な
っ
た
。
再
び
そ
の
活
力
を
取

り
戻
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
脅
威
に
な
る
の
は

郵
政
民
営
化
に
伴
う
か
ん
ぽ
生
命
保
険
の

誕
生
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
内
最
大
生

保
企
業
で
あ
っ
た
日
本
生
命
の
規
模
を
上

回
り
、
一
躍
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
巨
大
生
保
の
参
入
が
ど
の

よ
う
な
波
を
起
こ
す
の
か
。

高
い
信
頼
、
バ
ブ
ル
後
の
破
綻
で
揺
ら
ぐ

巨
大
な
か
ん
ぽ
生
命
誕
生
で
激
動
期
に

日
本
の
生
命
保
険
の
歴
史
は
、
徳
川
末
期
に
福

沢
諭
吉
が
西
洋
の
制
度
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が

契
機
と
な
っ
て
、
明
治
に
入
っ
た
一
八
八
〇
年
代

に
共
済
五
百
名
社
（
後
の
安
田
生
命
）、
明
治
生

命
保
険
、
帝
国
生
命
（
朝
日
生
命
）、
日
本
生
命

保
険
が
相
次
い
で
事
業
を
始
め
た
。
明
治
中
期
に

は
、
さ
ら
に
多
数
の
生
命
保
険
会
社
が
誕
生
。
し

か
し
激
し
い
競
争
の
中
で
過
当
な
募
集
・
サ
ー
ビ

ス
が
推
し
進
め
ら
れ
た
た
め
、
世
間
の
批
判
を
浴

び
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

福
沢
諭
吉
が
紹
介
し
た
制
度
は
、「
一
人
の
災

難
を
大
勢
に
分
か
ち
僅
（
わ
ず
）
か
の
金
を
棄

（
す
）
て
大
難
を
遁
（
ま
ぬ
が
）
る
る
」
と
い
う

相
互
扶
助
の
精
神
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
を

基
礎
に
、
混
乱
し
た
生
命
保
険
事
業
に
秩
序
を
確

立
し
よ
う
と
、
一
八
九
九
年
に
は
生
命
保
険
業
法

が
成
立
し
た
。

生
命
保
険
の
存
在
価
値
が
世
間
に
広
く
知
ら
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
の
ス
ペ

イ
ン
風
邪
の
流
行
や
関
東
大
震
災
な
ど
だ
。
支
払

わ
れ
た
保
険
金
が
被
害
者
の
家
族
の
暮
ら
し
を
立

て
直
す
こ
と
に
役
立
ち
、
生
命
保
険
の
役
割
が
認

識
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
生
命
保
険
会
社

の
乱
立
と
競
争
も
過
熱
し
た
が
、
営
業
網
を
強
化

し
た
大
手
五
社
に
集
中
す
る
傾
向
が
次
第
に
強
ま

り
整
理
統
合
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
戦
時

色
が
強
ま
っ
た
昭
和
初
期
に
は
、
保
険
業
法
に
統

制
協
定
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
集
約
化
が
加

速
。
終
戦
時
に
は
二
十
社
に
ま
で
減
少
し
た
。

戦
後
に
な
る
と
、
日
本
の
工
業
化
の
進
展
に
伴

っ
て
企
業
就
労
者
が
増
加
し
、
生
命
保
険
は
大
き

く
発
展
す
る
。
企
業
が
福
利
厚
生
制
度
の
一
環
と

し
て
団
体
定
期
生
命
保
険
を
採
用
し
た
こ
と
や
、

大
家
族
制
が
崩
れ
て
核
家
族
化
し
、
保
障
の
役
割

が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
で
交
通
事
故
が
増
加
す

る
な
ど
、
保
険
の
ニ
ー
ズ
は
急
速
に
広
が
っ
た
の

で
あ
る
。

戦
前
は
貯
蓄
の
性
格
の
強
い
養
老
型
保
険
の
比

重
が
大
き
か
っ
た
が
、
高
度
成
長
期
に
は
死
亡
時

だ
け
で
な
く
災
害
時
の
傷
害
や
疾
病
時
に
も
保
険

金
を
支
払
う
特
約
制
度
が
始
ま
り
、
商
品
の
幅
は

◇

生
命
保
険
業
界
が
新
た
な
「
戦
国
時
代
」
に
突
入
し
た
。
郵
政
民
営
化
で
日
本
最

大
の
生
保
会
社
、
か
ん
ぽ
生
命
保
険
が
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
東
京
系
列

の
「
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」（
毎
週
火
曜
日
放
送
）は
四
日
、
揺
れ
動

く
生
保
業
界
に
胎
動
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
追
い
か
け
た
「
セ
イ
ホ軈
新
軋戦

国
時
代
〜
あ
な
た
の
保
険
は
大
丈
夫
？
」
を
放
送
す
る
が
、
本
特
集
で
は
、
わ
が
国

生
保
業
界
の
歴
史
と
現
状
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

監
修
＝
中
島
洋
Ｍ
Ｍ
総
研
所
長

取
材
＝
飯
田
恭
子
、
三
谷
忠
照
、
山
本
恵
太
、

伊
藤
可
久
、
竹
内
は
る
香
、
平
井
貴
絵

大正時代、保障に対する認識広がる
保険のニーズ多様化した高度成長期

生
命
保
険
、新
た
な
競
争
環
境

生
命
保
険
、新
た
な
競
争
環
境

し
、
万
一
の
時
に
は
約
束
し
た
お
金
を
残

さ
れ
た
家
族
な
ど
に
支
払
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
、
生
命
保
険
が

社
会
に
広
く
普
及
す

る
に
つ
れ
て
、
生
命

保
険
は
「
信
頼
性
の

高
い
金
融
商
品
」
と

い
う
認
識
が
定
着
し

た
。
多
く
の
加
入
者

は
全
幅
の
信
頼
を
も

っ
て
生
命
保
険
に
加

入
し
て
き
た
は
ず
で

あ
る
。

そ
の
信
用
が
揺
ら

い
だ
の
が
、
九
七
年

に
始
ま
っ
た
一
連
の

生
命
保
険
会
社
の
破

綻
で
あ
る
。
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
経
済
低
迷

に
耐
え
切
れ
ず
、
二

〇
〇
一
年
ま
で
に
当

時
の
日
産
生
命
、
東

邦
生
命
な
ど
七
社
が

経
営
に
行
き
詰
ま
っ

た
。
曲
折
の
す
え
、

広
が
っ
た
。
ま
た
外
資
系
保
険
会
社
の
日
本
参
入

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
商
品
の
幅
を
広
げ
る
刺

激
と
な
っ
た
。

そ
し
て
近
年
、
世
界
的
な
金
融
自
由
化
の
波
が

国
内
の
生
保
業
界
に
も
及
び
、
業
界
の
構
造
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

テレビ東京プロデューサー

加増　良弘氏
生き残りをかけた激動期
営業員の奮闘を密着取材

生命保険市場の推移（個人保険）生命保険市場の推移（個人保険）

生命保険協会データを基に作成
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「キーワードで読むガイアの夜明け」はテレビ東京系列で放映中の番組
「日経スペシャル ガイアの夜明け」と連動した紙面企画です。
番組テーマに関連したキーワードについて多角的に解説することで
番組への理解をより一層深めます。
4日の放送テーマは「セイホ〝新〟戦国時代～あなたの保険は大丈夫？」。
ここから「生命保険、新たな競争環境」をキーワードに、
国内生命保険市場の歩みと現状などを概観します。

郵政民営化に伴い10月に誕生した巨大企業・かんぽ生命。
営業職員を指揮する、大阪支店法人営業一部部長の豊島勇治さん

生命保険業界が大きく変わろうとしています。10月の郵政民営化で日本生

命の2倍強という巨大企業・かんぽ生命が誕生したり、ネットで生保商品が買

える時代が目前です。一方、同時期に、総額910億円という不払い問題が明ら

かになりました。利益を追い求める余り、顧客へのサービスを怠った結果です。

当然、生保各社の最大の書き入れ時である11月に逆風が吹き荒れました。

番組では巨大企業の誕生や逆風の中、原点に立ち返って営業活動を行う生保

営業員に密着取材しました。命という最も尊いものを扱う生命保険とは何か、

改めて考える機会になればと思います。


